
※過年度　確認数/報告数

11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

○

○

○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○

○

○ ○

○

○

×

 

ア　　ゲ　　ハ
ナミアゲハ

59

60

61

62

63

64

　ナミアゲハとも言
い

わ

れているアゲハで、春
はる

型
がた

と夏型
なつがた

がある。春型
はるがた

は小
ちい

さく夏型
なつがた

は大
おお

き

い。幼虫
ようちゅう

はサンショ

ウ・カラタチ・ミカン

などの木
き

で成長
せいちょう

する。

このチョウによく形
かたち

が

似
に

ているものにキアゲ

ハがいるが、これは濃
こ

い黄色
き い ろ

をしている。ど

ちらもごくふつうに見
み

られるチョウである。

53

53

51

52

53

54

55

56

57

58

65

確　認　数 ： ５３ メッシュ

66

67

68

 観察
か ん さつ

適期
て き き

 3月
がつ

～10月
がつ

69

70

・生き物が見つかったメッシュ　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   印 で 表 示

調   査   結   果 ・生き物が見つからなかったメッシュ　・・・・・・・・・・・・・・・・・・

― 20 ―

   印 で 表 示

報　告　数 ： ５３ メッシュ

2020年度　48/52　　2019年度　59/61

報告数
ほ う こ く す う

は５３メッシュで昨年
さ く ね ん

よりも多
おお

く、全
すべ

ての報告
ほ う こ く

メッシュで確認
かく にん

されました。場所
ば し ょ

はこれまで同様
ど う よ う

市
し

内
ない

各地
か く ち

で確認
かく にん

されました。

植物遷移
しょくぶつせんい

の初期
し ょ き

段階
だんかい

（先駆
せ ん く

植物
しょくぶつ

）に出現
しゅつげん

する主要
し ゅ よ う

な食草
しょくそう

の一
ひと

つであるカラスザンショウと、好
この

んで蜜
みつ

を吸
す

いに訪
おとず

れるクサギが市内
し な い

山間部
さ ん か ん ぶ

を中心
ちゅうしん

に多
おお

く見
み

られることもあり、毎年
ま い と し

安定
あんてい

した個体数
こ た い す う

を維持
い じ

しているよう

です。

小俣川

松田川

名草川

田島川

矢場川

東武伊勢崎線

渡良瀬川

国道 50号

県道 67

ＪＲ 両毛

国道293号

粟谷川



※過年度　確認数/報告数

11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

○

○

○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ × ○ ○ ○

○ ○ ○ × ○ ○

× ○ ○ ○ ○

× ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○

○

○ ○

○

○

×

 

51

52

53

54

55

確　認　数 ： ４３ メッシュ

ハ グ ロ ト ン ボ
43

47報　告　数 ：

56

57

58

― 21 ―

・生き物が見つかったメッシュ　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   印 で 表 示

調   査   結   果 ・生き物が見つからなかったメッシュ　・・・・・・・・・・・・・・・・・・   印 で 表 示

昨年
さ く ね ん

よりもやや少
す く

ない報告
ほ う こ く

ですが、足利市
あ し か が し

では広
ひろ

い範囲
は ん い

に生息
せい そく

していることがわかりました。特
と く

に河南
か な ん

地
ち

域
いき

にも引
ひ

き続
つづ

きいることがわかりました。おもに河川
か せ ん

の下流域
か り ゅ う いき

に住
す

み、やや汚染
お せ ん

された水域
すいいき

にもいるようで

すが、東京都
と う き ょ う と

や神奈川県
か な が わ け ん

では絶滅
ぜつめつ

危惧種
き ぐ し ゅ

となっています。

黒
く ろ

いとんぼで動作
ど う さ

が緩慢
かんまん

で見
み

つけやすく、水質
すいしつ

の変化
へ ん か

にも敏感
びんかん

に反応
はんのう

することから環境
かんきょう

指標
し ひ ょ う

として適
て き

した

昆虫
こんちゅう

であると言
い

えます。

65

66

67

68

 観察
か ん さつ

適期
て き き

 5月
がつ

～10月
がつ

69

70

　大
おお

きさは約
やく

5.4～

6.8cm。細長
ほそなが

く黒
く ろ

っぽ

い翅
はね

を持
も

ったヒラヒラ

と飛
と

ぶトンボ。多
おお

くは

河川
か せ ん

に近
ちか

い場所
ば し ょ

に生息
せいそく

しており、川
かわ

の近
ちか

くに

ある草原
そうげん

や林
はやし

などでも

みることができる。

59

60

61

62

63

64

４７ メッシュ

2020年度　47/53

作成中

小俣川

松田川

名草川

田島川

矢場川

東武伊勢崎線

渡良瀬川

国道 50号

県道 67

ＪＲ 両毛

国道293号

粟谷川



※過年度　確認数/報告数

11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

○

○

○

○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

○

○ ○

○

○

×

 

ア キ ア カ ネ
43

43

確　認　数 ： ４３ メッシュ

報　告　数 ： ４３ メッシュ

2020年度　47/51　　2019年度　60/63

51

52

53

54

55

56

57

58

― 22 ―

・生き物が見つかったメッシュ　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   印 で 表 示

調   査   結   果 ・生き物が見つからなかったメッシュ　・・・・・・・・・・・・・・・・・・   印 で 表 示

昨年
さ く ね ん

（令和
れ い わ

２年
ねん

）よりもやや少
す く

ない数
かず

の報告
ほ う こ く

がありました。これまで同様
ど う よ う

市内
し な い

各地
か く ち

で確認
かく にん

されましたが

様々
さま ざま

な理由
り ゆ う

により確実
か く じ つ

に減少
げんしょう

していることは間違
ま ち が

いありません。なかでも減少
げんしょう

に追
お

い打
う

ちをかけたのが平成
へいせい

5（1993）年
ねん

頃
ごろ

から使用
し よ う

されている、昆虫
こんちゅう

の神経
しんけい

伝達
でんたつ

を阻害
そ が い

することで殺虫
さっちゅう

活性
かっせい

を発現
はつげん

するというネオニコ

チノイド系
けい

殺虫剤
さっちゅうざい

の影響
えいきょう

が既
すで

に指摘
し て き

されています。それでも足利市
あ し か が し

に生息
せい そく

する数種
す う し ゅ

のアカトンボのなかで最
もっと

も多
おお

く見
み

られるのがアキアカネです。

65

66

67

68

 観察
か ん さつ

適期
て き き

 7月
がつ

～10月
がつ

69

70

　初夏
し ょ か

に羽化
う か

した成虫
せいちゅう

は山
やま

へと移動
い ど う

し、秋
あき

に

平地
へ い ち

に降
お

りてくる。移
い

動
ど う

をするトンボとして

よく知
し

られる。何百匹
なんびゃっぴき

のトンボが飛
と

び交
か

い、

電線
でんせん

に止
と

まっているア

キアカネの行列
ぎょうれつ

を見
み

た

のはもはや過去
か こ

のこと

になってしまった。

59

60

61

62

63

64

小俣川

松田川

名草川

田島川

矢場川

東武伊勢崎線

渡良瀬川

国道 50号

県道 67

ＪＲ 両毛

国道293号

粟谷川



※過年度　確認数/報告数

11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

○

○

○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○

× ○

○

○ ○

○

○

×

 

ア ブ ラ ゼ ミ
49

50

2020年度　56/58　　2019年度　62/64

確　認　数 ： ４９ メッシュ

報　告　数 ： ５０ メッシュ

51

52

53

54

55

56

57

58

― 23 ―

・生き物が見つかったメッシュ　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   印 で 表 示

調   査   結   果 ・生き物が見つからなかったメッシュ　・・・・・・・・・・・・・・・・・・   印 で 表 示

昨年
さ く ね ん

（令和
れ い わ

２年
ねん

）よりも少
す く

なめの報告
ほ う こ く

ですが、これまで同様
ど う よ う

市内
し な い

各地
か く ち

で確認
かく にん

されました。足利市
あ し か が し

では最
もっと

も

数
かず

が多
おお

いセミで、発生
はっせい

場所
ば し ょ

も広
ひろ

い範囲
は ん い

にわたっています。特
と く

にちょっとした樹林地
じ ゅ り ん ち

でも見
み

られ都会
と か い

でも最
もっと

も

多
おお

いセミです。

足利市
あ し か が し

の分布
ぶ ん ぷ

状況
じょうきょう

は山間部
さ ん か ん ぶ

では少
す く

ないようで、このことは他
ほか

のセミには好適
こ う て き

でもアブラゼミにとって好適
こ う て き

な環境
かんきょう

ではないことを意味
い み

しているようです。

65

66

67

68

 観察
か ん さつ

適期
て き き

 7月
がつ

～8月
がつ

69

70

　セミの中
なか

では、最
もっと

も

ふつうの種類
しゅるい

である。

体
からだ

の色
いろ

は黒
く ろ

く、羽
はね

は茶
ちゃ

色
いろ

であり、腹
はら

には白
しろ

い

粉
こな

のようなものがつい

ている。

　7月
がつ

から8月
がつ

にかけて

多
おお

く発生
はっせい

し、ギーギー

と大
おお

きな音
おと

を出
だ

す。ヌ

ケガラというと、この

セミのものを見
み

かける

ことが多
おお

い。

59

60

61

62

63

64

小俣川

松田川

名草川

田島川

矢場川

東武伊勢崎線

渡良瀬川

国道 50号

県道 67

ＪＲ 両毛

国道293号

粟谷川



※過年度　確認数/報告数

11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

○

○

○

○ ○

○ ○

○ ○ × ○

○ × ○ ○ ○ ×

○ × × ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ×

× ○ ○

× ○

○

○ ○

○

○

×

 

ヒ グ ラ シ
32

40

確　認　数 ： ３２ メッシュ

報　告　数 ： ４０ メッシュ

2020年度　39/44

51

52

53

54

55

56

57

58

― 24 ―

・生き物が見つかったメッシュ　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   印 で 表 示

調   査   結   果 ・生き物が見つからなかったメッシュ　・・・・・・・・・・・・・・・・・・   印 で 表 示

足利市
あ し か が し

の広
ひ ろ

い範囲
は ん い

に生息
せ い そ く

していることがわかりました。しかし市
し

の中央部
ち ゅ う お う ぶ

で未確認数
み か く に ん す う

が多
おお

く、

アブラゼミがちょっとした樹林
じ ゅ り ん

にもいるのに対
た い

し、ヒグラシの好
こ の

むまとまった樹林
じ ゅ り ん

が少
す く

ないこと

が原因
げん いん

と考
かんが

えられます。都会
と か い

ではヒグラシの好
こ の

む環境
かんきょう

がなくなり鳴
な

き声
ご え

を聞
き

けなくなった場所
ば し ょ

も

あるようです。昨年
さ く ね ん

同様
ど う よ う

喜
よろこ

ばしいことに河南
か な ん

地域
ち い き

でも結構
け っ こ う

生息
せ い そ く

していることがわかりました。

65

66

67

68

 観察
か ん さつ

適期
て き き

 6月
がつ

～9月
がつ

69

70

　褐色
かっしょく

地
じ

に黒色
くろいろ

と緑色
みどりいろ

の斑紋
はんもん

があるセミ。山
さん

地
ち

の薄暗
うすぐら

い林
はやし

に多
おお

い

が、住宅地
じゅうたくち

の公園
こうえん

にも

いる。

　おもに夕方
ゆうがた

と早朝
そうちょう

に

「カナカナカナカ

ナ・・・」と哀調
あいちょう

のあ

る声
こえ

で鳴
な

く。夜間
や か ん

には

灯火
ともしび

にも飛
と

んでくる。

59

60

61

62

63

64

小俣川

松田川

名草川

田島川

矢場川

東武伊勢崎線

渡良瀬川

国道 50号

県道 67

ＪＲ 両毛

国道293号

粟谷川



※過年度　確認数/報告数

11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

○

○ ○ ○

○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ × ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○

× ○

○

○ ○

○  観察
か ん さつ

適
て き

期
き

　 8月
がつ

～10月
がつ

○

×

 

オ オ カ マ キ リ
39

41

確　認　数 ：

報　告　数 ：

３９

４１

メッシュ

メッシュ

2020年度　42/44　　2019年度　41/52

51

52

53

54

55

56

57

58

― 25 ―

・生き物が見つかったメッシュ　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   印 で 表 示

調   査   結   果 ・生き物が見つからなかったメッシュ　・・・・・・・・・・・・・・・・・・   印 で 表 示

昨年
さ く ね ん

（令和
れ い わ

２年
ねん

）とほぼ同
おな

じメッシュ数
す う

で確認
かく にん

されました。市内
し な い

各地
か く ち

に広
ひろ

く生息
せい そく

していることが確認
かく にん

され

ました。確認数
かく にん すう

が徐々
じ ょ じ ょ

に減
へ

っている傾向
け い こう

であることから数
かず

は減
へ

っているものと思
おも

われます。大
おお

きなカマキリ

は「オオカマキリ」と「チョウセンカマキリ」の２種
し ゅ

いて慣
な

れないと区別
く べ つ

は難
むずか

しいのですが、区別点
く べ つ て ん

がわか

れば意外
い が い

と簡単
かんたん

に見分
み わ

けられます。足利市
あ し か が し

で見
み

られるのはオオカマキリがほとんどで、チョウセンカマキリ

がいたらぜひ教
おし

えてください。

65

66

67

68

69

70

 たまご（卵塊
らんかい

）

　 丸
まる

みがある

 うしろ翅
ばね

 黒
くろ

い部分
ぶぶん

が多
おお

い

 カマの付
つ

け根
ね

　　　黄色
きいろ

細長
ほそなが

い

　　　透明
とうめい

朱色
しゅいろ

59

60

61

62

63

64

　体長
たいちょう

は8cmほどあ

り、カマキリの中
なか

で一
いち

番
ばん

大
おお

きい。色
いろ

は緑色
みどりいろ

で、カマのような前足
まえあし

で生
い

きている虫
むし

をとら

えて食
た

べる。

　　 【見分
み わ

け方
かた

】

小俣川

松田川

名草川

田島川

矢場川

東武伊勢崎線

渡良瀬川

国道 50号

県道 67

ＪＲ 両毛

国道293号

粟谷川

オオカマキリ
チョウセン

カマキリ



※過年度　確認数/報告数

11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

○

○

○ ○ ○

○ ○

× ○

○ ○ × ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

× ○ ○ ○ ○ ○

× ○ ○

○ ○ ○

× ○

× ○

○

○ ○

○

○

×

 

52

53

54

55

56

57

58

エンマコオロギ
34

40

確　認　数 ： ３４ メッシュ

報　告　数 ： ４０ メッシュ

2020年度　43/46　　2019年度　44/56

― 26 ―

・生き物が見つかったメッシュ　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   印 で 表 示

調   査   結   果 ・生き物が見つからなかったメッシュ　・・・・・・・・・・・・・・・・・・   印 で 表 示

昨年
さ く ね ん

（令和
れ い わ

２年
ねん

）よりも確認数
か く に ん す う

は２０％の減少
げんしょう

です。その理由
り ゆ う

はよくわかりません。しかし市
し

内
な い

各地
か く ち

に広
ひ ろ

く生息
せ い そ く

していることが確認
か く に ん

されました。原
は ら

っぱや畑
はたけ

、道
み ち

ばたなどに広
ひ ろ

く生息
せ い そ く

し足利市
あ し か が し

では最
もっと

も普通
ふ つ う

に見
み

られるコオロギの一
ひ と

つです。いまのところ安定
あ ん て い

した個体数
こ た い す う

を維持
い じ

しているもの

と思
お も

われます。

65

66

67

68

 観察
か ん さつ

適期
て き き

 8月
がつ

～10月
がつ

69

70

　からだは茶
ちゃ

褐色
かっしょく

で2

～3cmの大
おお

きさであ

る。4月
がつ

ごろ出
で

て数回
すうかい

脱皮
だ っ ぴ

をくりかえして8

月
がつ

ごろ成
せい

虫
ちゅう

になる。

　ほかにミツカドコオ

ロギ・オカメコオロギ

などがいる。

59

60

61

62

63

64

51

小俣川

松田川

名草川

田島川

矢場川

東武伊勢崎線

渡良瀬川

国道 50号

県道 67

ＪＲ 両毛

国道293号

粟谷川



※過年度　確認数/報告数

11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

○

○

○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○

○

○ ○

○

○

×
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51

52

53

54

55

56

57

58

・生き物が見つかったメッシュ　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   印 で 表 示

調   査   結   果 ・生き物が見つからなかったメッシュ　・・・・・・・・・・・・・・・・・・   印 で 表 示

昨年
さ く ね ん

（令和
れ い わ

２年
ねん

）とほぼ同
お な

じメッシュ数
す う

で全
すべ

ての報告
ほ う こ く

メッシュで確認
か く に ん

されました。日当
ひ あ

たりの

良
よ

い草地
く さ ち

、畑地
は た ち

の周辺
しゅうへん

、庭
にわ

などいろいろなところでよく見
み

られます。年
ねん

に２回
かい

発生
は っ せ い

して成虫
せいちゅう

で冬
ふゆ

を越
こ

し、夏
な つ

には夏眠
か み ん

をします。初冬
し ょ と う

でも暖
あたた

かい日
ひ

はよく見
み

ることができます。毎年
ま い と し

安定
あ ん て い

した個
こ

体
た い

数
す う

を維持
い じ

しているものと思
お も

われます。

65

66

67

68

 観察
か ん さつ

適期
て き き

 4月
がつ

～10月
がつ

69

70

　大
おお

きさは1cmぐらい

で、赤
あか

い色
いろ

の中
なか

に7つ

の斑紋
はんもん

がある。

　幼虫
ようちゅう

・成虫
せいちゅう

は、アブ

ラムシを食
た

べる。

　ほかにナミテント

ウ・アカボシテントウ

など多
おお

くの種類
しゅるい

があ

る。

ナナホシテントウ
47

47

確　認　数 ： ４７ メッシュ

報　告　数 ： ４７ メッシュ

2020年度　49/51　　2019年度　54/60

59

60

61

62

63

64

小俣川
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